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花巻市史編さん基本方針（案） 

令和５年  月  日策定  
１．目的   花巻市は岩手県のほぼ中央に位置し、総面積は９０８平方キロメートルで、西に奥羽山
脈、東には北上高地の山並みが連なる肥沃な北上平野に位置し、季節ごとに変化に富んだ

自然風景が広がる美しいまちである。   北上高地の最高峰の早池峰山は、国定公園であるほか高山植物の宝庫として知られ、ハ
ヤチネウスユキソウなど、ここでしか見ることのできない花々が生息しており、奥羽山脈

に源を発する葛丸川渓流にあるたろし滝では、厳冬に氷柱の太さでその年の米の作柄を占

うという文化が受け継がれている。   また、宮沢賢治や萬鉄五郎などの世界的に知られる先人を輩出するとともに、早池峰神楽や
鹿踊りなどの郷土芸能、日本三大杜氏のひとつである南部杜氏などの優れた技術が多く伝えら

れている。 
歴史においては、先史からの生活の場であったことを示す縄文時代の遺跡が数多くあり、

平安時代以降、安倍氏、平泉藤原氏四代の統治を受け、その後約４００年にわたって稗貫

氏や和賀氏などの統治下となり、稗貫氏は花巻市、大迫町、石鳥谷町、東和町の一部にまた

がった地域を、また、稗貫氏と姻戚をなす和賀氏は、現在の北上地域をはじめ東和町の大

部分を治めた。江戸時代には、本地域を南部氏が統治し、南の仙台藩との境を守る重要な

場所となった。 
明治に入って廃藩置県が行われ、明治２２年の町村制施行、昭和の大合併を経て、花巻

市、大迫町、石鳥谷町、東和町が誕生した。その後、それぞれの特徴を生かしながら発展を

続け、平成の大合併における平成１８年１月１日、新たな花巻市が誕生した。 
４市町ではそれぞれ市町史を刊行していたが、現在の花巻市としての自治体史は未整備

の状態であるため、市域全体の歴史を体系的に整理した市史を編さんする必要がある。ま

た、郷土資料の散逸も課題となっていることから、それを防ぐために資料の収集を行い、

収集した資料の調査結果を反映させた、次世代に繋げる花巻市史を編さんする。  
２．編さん方針 
（１）４市町が刊行した市史・町史を参考にし、刊行後に行われた調査研究の成果も取り

込み、市民の地域に対する理解と愛着を深めるきっかけとなる市史にする。 
（２）文章中は学術的な専門用語を出来るだけ控えるほか、写真や図版等を多く取り入れ

るなど、市民にとってわかりやすい内容にする。 
（３）本などの印刷媒体の他にも、時代のニーズに合わせた電子媒体の活用やインターネ

ット上での公開を検討し、多くの市民に利用される市史にする。  
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３．全体構成 
（１）構成 

通史編  市の出来事を年代順に文章で記載する。 
資料編  通史編に記載されている文言の詳細を、文章や写真、図等で記載する。 
特別編  通史編の中から特定の分野に焦点を当てて、分野ごとに文章や写真、図 

等で詳細に記載する。 
（２）巻数 

通史編  ４巻（先史１巻、古代・中世１巻、近世１巻、近現代１巻） 
資料編  ５巻（先史１巻、古代・中世１巻、近世１巻、近代１巻、現代１巻） 
特別編  巻数未定（例：自然、民俗ほか）  

４．児童向け市史の発行  （１）目的 
花巻の次世代を担う子供たちに郷土の歴史を知ってもらうため、児童向け市史を発

行する。 
児童向け市史は、合併前の４市町が刊行した自治体史をはじめ、刊行後に行われた調

査研究による成果など、現時点でわかっている情報を参考に、本編の編さん準備版と

して発行する。 
本編の編さんが終わった後、明らかになった最新の情報を反映させた編さん後の児

童向け市史を発行する。これを１０年ごとを目安として内容の見直しを行う。 
（２）内容 
・小学校５、６年生を対象とした記述内容とする。 
・文章中の人名、地名、歴史用語には読み仮名をつけ、専門用語には注釈をつける。 
・小学校の教育課程の中で活用してもらうことを目指す。 

（３）利用方法 
・市内の小学校５年生に配布する（初年度は小学校６年生にも配布）。 
・希望する市民には販売する。        
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５．刊行目標 
花巻市制３０周年にあたる令和１８年度の刊行を目標とする。  

資料の収集・調査研究

原稿執筆、編集、校正

Ｒ５

(2023)

Ｒ６

(2024)

Ｒ７

(2025)

Ｒ８

(2026)

Ｒ９

(2027)

Ｒ10

(2028)

Ｒ11

（2029）

Ｒ12

（2030）

Ｒ13

（2031）

Ｒ14

（2032）

Ｒ15

（2033）

Ｒ16

（2034）

Ｒ17

（2035）

Ｒ18

（2036）

　  

Ｒ５

（2023）

Ｒ６

（2024）

Ｒ７

（2025）

Ｒ８

（2026）

Ｒ９

（2027）

Ｒ10

（2028）

Ｒ11

（2029）

Ｒ12

（2030）

Ｒ13

（2031）

Ｒ14

（2032）

Ｒ15

（2033）

Ｒ16

（2034）

Ｒ17

（2035）

Ｒ18

（2036）

先史 　

古代

中世
　

　

近世 　

近現代

　

特別編
例：自然

民俗ほか

通史編

資料編

児童向け市史

資料編（近代）

資料編（現代）

編さん準備版完成 編さん後版完成

通史編

資料編

通史編

資料編

通史編

資料編

通史編   
６．編さん体制 
（１）市史編さん委員会 
基本方針を策定し、市史編さんに係る必要な事項について協議する。 

（２）専門部会 
基本方針に基づき、資料の収集及び調査研究、原稿の執筆を行う。 

（３）事務局 
事務局は、花巻市博物館市史編さん室とする。  
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資料１ 

市史の全体構成    
通史編、資料編、特別編の３編で構成する。  

（１）構成 
通史編は、市の出来事を年代順に文章で記載する。 
資料編は、通史編に記されている文言の詳細を、文章や写真、図等で記載する。 
特別編は、通史編の中から特定の分野に焦点を当てて、分野ごとに文章や写真、図等で

詳細に記載する。  
（２）巻数 

通史編は、４巻（先史１巻、古代・中世１巻、近世１巻、近現代１巻）とする。 
資料編は、５巻（先史１巻、古代・中世１巻、近世１巻、近代１巻、現代１巻）とする。 
特別編は、巻数未定である。（例えば自然、民俗などを検討している）     
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資料２ 

児童向け市史の発行時期    花巻の次世代を担う子供たちに郷土の歴史を知ってもらうため、児童向け市史を発行す
る。 
第１回編さん委員会において、事務局から児童向け市史を本編よりも早く発行したいと

提案したが、本編の編さんで明らかになった最新の情報を反映させた児童向け市史を本編

の編さん後に発行するべきとのご意見をいただいた。   しかし、児童向け市史を本編の後に発行することになると、子供たちの手に届くのはだ
いぶ先となってしまう。事務局としては、次世代を担っていく子供たちに郷土の歴史を知

り、市史を活用してもらうことが重要で、児童向け市史を１年でも早く発行したいと考え

ている。 
花巻市校長会にもご相談をしたところ、児童向け市史を本編よりも前に発行することに

賛同いただいた上で、市内の小学校での活用を求める声が多く寄せられた。 
花巻市ＰＴＡ連合会会長にも話をしたところ、今の子供たちに花巻の歴史を知ってもら

うことが重要で、本編刊行後ではなく、早い時期に子供たちの手に届けてほしいとのご意

見をいただいたところである。   事務局としては、合併前の４市町が刊行した市町史をはじめ、刊行後に行われた調査研
究による成果など、現時点でわかっている情報を参考にしながら、児童向け市史を本編の

編さん準備版として、本編の編さん前に発行したいと考えており、改めてご協議いただき

たい。  
構成案 
・概要（位置・面積、人口の推移、戸数など） 
・先史（旧石器時代から弥生時代） 
・古代、中世（古墳時代から戦国時代） 
・近世（安土桃山時代から江戸時代） 
・近現代（明治維新から平成） 
このほか、花巻の自然、地形、動植物などの掲載も予定している。  
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令和５年度花巻市史編さんスケジュール

◎市史の原稿執筆に用いる資料の収集

◎収集した資料の整理（目録化）

◎４市町の市史・町史に掲載されている資料の所在調査

◎児童向け市史の原稿執筆に用いる資料の収集

◎児童向け市史の執筆者選定に関して各方面から聞き取り ◎児童向け市史の構成の検討     
6月30日（金） 8月下旬 11月下旬      2月下旬
第１回委員会 第2回委員会 第3回委員会 第4回委員会

市史編さん基本方針の策定 市史編さん基本方針の策定と、 児童向け市史の構成(章) 市史編さんの現状確認と

について協議する。 児童向け市史の構成(章)につい 市史編さん基本方針の策定 次年度の見込みについて

て協議する。 について協議する。 報告する。

資料３

3月4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月
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○花巻市史編さん委員会設置要綱 

令和４年10月６日教育委員会告示第２号 

花巻市史編さん委員会設置要綱 

（設置） 

第１条 市史の編さんに関し、必要な事項を協議するため、花巻市史編さん委員会（以下

「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 委員会の所掌事項は、次のとおりとする。 

(１) 市史編さんの基本方針の策定に関すること。 

(２) 市史編さんの編集方針に関すること。 

(３) その他市史編さんの推進に関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は、委員10人以内をもって組織し、次に掲げる者のうちから教育長が委嘱

する。 

(１) 学識経験を有する者 

(２) 識見を有する者 

(３) その他教育長が必要と認める者 

２ 委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の

残任期間とする。 

（委員長） 

第４条 委員会に委員長を置き、委員の互選とする。 

２ 委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

３ 委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、あらかじめ委員長の指名する

委員がその職務を代理する。 

（会議） 

第５条 委員会は、委員長が招集する。 

２ 委員会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 委員会は、会議のため必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、

意見を聴き、又は委員以外の者から資料の提出を求めることができる。 

（庶務） 
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第６条 委員会の庶務は、教育委員会花巻市博物館市史編さん室において処理する。 

（補則） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が会議

に諮って定める。 

附 則 

この告示は、告示の日から施行する。 
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